
北海道岩見沢農業高等学校 

危機管理マニュアル 

【熱中症編】 
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熱中症を疑う症状が
ありますか？ 

Check１ 

呼びかけに応え
ますか？ 

Check２ 

はい 

涼しい場所へ避難し、 
服をゆるめ体を冷やす 

水分を自力で 
摂取できますか？ 

Check３ 

はい 

はい 

はい 

水分・塩分を補給する 

症状がよくなり 
ましたか？ 

Check４ 

そのまま安静にして 

十分に休息をとり、 

回復したら帰宅しましょう 

救急車を呼ぶ 

医療機関へ 
いいえ 

いいえ 

いいえ 

□
□
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北海道岩見沢農業高等学校における熱中症予防対策 

１ 気温が 30℃を超えるような暑い日における朝 8:30 ま
での対応（熱中症警戒アラート発表の有無に関わらない。） 

(1) 暑さ指数の測定（暑さ指数計） 

 

確認箇所・活動 確認者 

冷風機のない教室での授業 主幹教諭 

ハウス・圃場・演習林等での実習  農場代表等 

体育館、グラウンド等での体育の授業 体育科主任 

各種行事  各行事主担当 

体育館・グラウンド等での各部活動 各部活動顧問 

 

(2) 暑さ指数に基づき、授業等の対応を管理職、主幹教
諭、各分掌長、各学年主任、農場長で検討し、授業等の
対応を決定、全教職員で共有 

２ 授業時、部活動時、下校時等 

(1) 各担当（学級担任、教科担任、部活動顧問等）による
各活動場所における暑さ指数の測定（暑さ指数計） 

 
(2) 指針に基づき授業等の内容を柔軟に変更 

  

必要に応じて保護者へ通知 

活動前・活動中に必ず暑さ指数を計測し、その変化に十分
留意すること！！ 


